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時
代
を
拓
く
税
理
士
の
会
は
税

理
士
の
資
格
取
得
の
経
緯
や
専

業
や
兼
業
に
と
ら
わ
れ
ず
税
理

士
業
界
に
貢
献
す
る
目
的
で
設

立
さ
れ
た
団
体
で
す
。
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平
成
22
年
の
東
京
税
理
士
会
役
員
選
挙
は
、

21
年
６
月
の
選
挙
規
則
改
正
を
受
け
、
選
挙

期
日
を
任
期
満
了
の
前
年
12
月
10
日
ま
で
と

す
る
初
の
選
挙
と
な
っ
た
。
前
回
選
挙
か
ら

１
年
半
と
い
う
短
期
間
で
の
選
挙
と
な
っ
た

た
め
、
11
月
15
日
の
公
示
と
共
に
各
役
員
の

立
候
補
が
受
け
付
け
ら
れ
た
。
会
長
選
挙
は

拓
く
会
が
推
薦
す
る
神
津
信
一
候
補
が
無
投

票
で
当
選
し
、
一
方
、
副
会
長
選
挙
は
定
数

５
名
に
対
し
６
名
の
立
候
補
が
あ
り
、
12
月

８
日
に
投
票
が
行
な
わ
れ
た
結
果
、
拓
く

会
が
推
薦
す
る
岡
田
光
一
郎
候
補
（
現
職
）、

伊
藤
佳
江
・
西
村
新
両
候
補
（
新
人
）
の
計

３
名
が
当
選
し
、
ま
た
税
理
士
桜
友
会
推
薦

の
小
林
武
廣
候
補（
現
職
）も
当
選
と
な
っ
た
。

　

選
挙
結
果
は
表
で
示
す
通
り
有
効
投
票
数

は
７
４
９
０
票
、
投
票
率
は
前
回
選
挙
に
比

し
約
７
％
減
少
し
た
。
今
回
の
副
会
長
選
挙

は
、
予
想
外
候
補
の
立
候
補
が
あ
っ
た
こ
と
、

ま
た
会
長
選
挙
が
無
投
票
が
あ
っ
た
こ
と
な

ど
か
ら
、
全
般
的
に
盛
り
上
が
り
に
欠
け
る

雰
囲
気
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
様
な
状

況
の
中
、
拓
く
会
推
薦
候
補
は
順
調
に
票
を

獲
得
し
順
当
に
当
選
を
獲
得
し
た
。

　

既
に
選
挙
後
の
理
事
会
な
ど
に
お
い
て

も
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
て
お
り
、
今
後
、

選
挙
制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
、

よ
り
関
心
が
深
ま
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
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拓
く
会
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
秋
は
、
選
挙
の
周
到
な
準
備
か
ら
、
実

施
ま
で
完
璧
に
こ
な
さ
れ
大
変
ご
苦
労
様
で
し

た
。
ま
た
、
次
期
会
長
に
選
出
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
６
月
か
ら
の
就
任
に

臨
む
に
あ
た
り
ま
し
て
、
抱
負
と
方
針
を
ご
披

露
申
し
上
げ
ま
す
。

１
．
各
部
委
員
会
の
執
行
体
制
を
変
革

　
　

し
ま
す

　

従
前
の
４
月
選
挙
で
す
と
、
次
期
の
会
務
に

新
会
長
の
方
針
の
提
案
は
不
可
能
で
、
前
執
行

部
の
事
業
計
画
に
沿
っ
て
行
わ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
選
挙
規
則
改
正
の
効
果
で
、
前

倒
し
で
計
画
を
立
案
す
る
こ
と
が
で
き
、
人
事

等
も
総
会
後
す
ぐ
に
新
体
制
で
臨
む
こ
と
が
出

来
ま
す
。

　

昨
年
末
に
現
会
長
対
し
て
、
規
則
・
会
則
の

改
正
審
議
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
目
的
は
、
現

在
の
副
会
長
、
専
務
・
常
務
理
事
が
よ
り
機
動

的
に
動
け
る
体
制
作
り
で
す
。

１
つ
は
、
登
録
調
査
委
員
会
等
の
委
員
長
を
副

会
長
が
行
い
、
常
務
理
事
が
フ
ォ
ロ
ー
す
る

現
行
規
則
を
変
更
し
、
常
務
理
事
が
委
員
長

に
就
任
で
き
る
改
正
を
行
い
ま
す
。　
　

２
つ
は
、
部
・
委
員
会
全
て
を
副
会
長
、
専
務

が
担
当
と
し
て
常
務
理
事
を
補
佐
す
る
任
に

当
た
り
ま
す
。

３
つ
は
、
専
務
理
事
を
１
名
増
員
し
、
３
名
体

制
と
い
た
し
ま
す
。

　

当
面
の
間
、
こ
の
体
制
で
臨
み
、
副
会
長
が

少
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
理
事
会
で
の

発
言
に
応
え
る
こ
と
と
し
、
税
理
士
改
正
な
ど

山
積
す
る
重
要
問
題
に
対
処
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
会
長
の
諮
問
機
関
的
な
特
別
委
員
会

を
設
け
、
事
案
の
迅
速
な
解
決
を
図
る
こ
と
と

致
し
ま
す
。
更
に
は
事
務
局
と
一
体
と
な
っ
て

会
務
の
Ｉ
Ｔ
化
に
努
め
ま
す
。

２
．
税
理
士
法
改
正
に
全
力
を
注
ぎ
ま
す

　

平
成
23
年
税
理
士
法
改
正
は
、
来
年
春
の
通

常
国
会
が
焦
点
と
な
り
ま
す
。

　

資
格
取
得
の
あ
り
方
が
中
心
と
な
り
、
税
政

連
、
日
税
連
と
一
体
と
な
っ
た
運
動
が
必
要
で

す
が
、
具
体
的
に
は
研
修
を
義
務
化
し
た
場
合

の
チ
ェ
ッ
ク
を
ど
う
す
る
か
、
税
務
支
援
の
義

務
化
、
受
験
資
格
を
撤
廃
し
た
場
合
の
受
験
生

増
加
に
ど
う
処
す
る
か
、
２
年
の
実
務
経
験
に

代
替
す
る
研
修
の
具
体
的
提
案
等
々
イ
メ
ー
ジ

を
設
計
図
面
へ
落
と
し
て
い
く
作
業
を
、
法
案

審
議
と
同
時
並
行
的
に
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
必
然
的
に
、
現
在
の
会
館
の
他
に
、
研

修
セ
ン
タ
ー
取
得
を
検
討
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

３
．
税
制
改
正
に
対
応
し
ま
す

　

法
人
税
法
35
条
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
所

謂
「
二
重
控
除
」
問
題
で
同
族
会
社
の
役
員
給

与
は
最
後
ま
で
テ
ー
マ
と
な
り
ま
し
た
。

　

税
理
士
会
は
一
環
と
し
て
、「
二
重
控
除
は

存
在
し
な
い
、
給
与
所
得
控
除
の
青
天
井
を
見

直
す
べ
き
」
と
主
張
し
、
昨
年
末
の
税
制
改
正

大
綱
で
は
税
理
士
会
の
主
張
が
と
お
り
ま
し
た
。

　

更
に
重
要
な
こ
と
は
、
大
綱
で
、
納
税
環
境

整
備
の
内
容
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

　

国
税
通
則
法
が
全
面
改
正
さ
れ
、
税
理
士
会

が
要
望
し
て
き
た
事
項
が
網
羅
さ
れ
「
国
税
基

本
法
」
と
な
り
、
納
税
者
権
利
憲
章
も
法
律
で

制
定
を
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
、
調
査
の
事
前
通
知
、
更
正
の
理

由
附
記
な
ど
を
、
税
理
士
会
の
主
張
を
法
律
に

盛
り
込
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
税
政
連
と

両
輪
で
対
処
い
た
し
ま
す
。

４
．
天
下
分
け
目
の
時
で
す

　

大
綱
に
お
い
て
、
税
理
士
会
の
行
っ
て
き
た

租
税
教
育
が
評
価
さ
れ
、
国
税
不
服
審
判
官
の

民
間
任
用
を
推
進
す
る
目
標
数
値
が
公
表
に
な

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
、
国
民
に
と
っ
て
、
ま
た
国
家
に

と
っ
て
税
理
士
制
度
は
益
々
重
要
に
な
っ
て
参

り
ま
す
。
次
世
代
の
優
秀
で
溌
剌
と
し
た
若
者

が
、
希
望
に
燃
え
て
税
理
士
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
制
度
が
構
築
で
き
る
か
否
か
の
正
念
場
が
今

で
す
。

　

本
年
が
良
い
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
い

た
し
ま
す
と
と
も
に
、
山
川
執
行
部
に
続
い
て
、

開
か
れ
た
会
務
を
行
い
ま
す
こ
と
を
お
誓
い
申

し
上
げ
ま
す
。

東
京
税
理
士
会
の

　

会
長
に
選
出

　
　

さ
れ
て
の
抱
負　

　
　
　

  

副
会
長  

神 

津 

信 

一
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東
京
税
理
士
会
の
副
会
長
選
挙
の
折
り
に
は

皆
様
に
温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
ま
た
厳

し
い
ご
指
導
も
あ
り
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
が
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
貴

重
な
経
験
を
今
後
の
活
動
に
活
か
し
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

副
会
長
に
就
任
し
た
暁
に
は
会
長
を
強
力
に

補
佐
し
ま
す
、
そ
の
た
め
に
は
自
分
の
こ
れ
ま

で
経
験
し
て
き
た
分
野
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
十

分
に
活
か
し
，
こ
れ
か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
分

野
に
は
果
敢
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

特
に
我
が
国
の
構
造
変
化
の
中
で
国
民
が
税

理
士
に
求
め
て
い
る
役
割
，
ま
た
税
理
士
が
ど

う
あ
る
べ
き
か
を
視
野
に
入
れ
て
今
後
の
税
理

士
法
改
正
（
使
命
・
試
験
制
度
を
含
む
資
格
取

得
な
ど
）
や
会
務
運
営
を
行
な
い
、
税
理
士
の

存
在
を
広
く
国
民
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
と
存
じ

ま
す
。

　

私
が
す
ば
ら
し
い
職
業
で
あ
る
と
誇
り
に
し

次
の
世
代
に
も
引
継
ぎ
た
い
と
願
っ
て
や
ま
な

い
税
理
士
制
度
を
護
り
発
展
さ
せ
る
た
め
に
。

　

こ
の
度
の
東
京
税
理
士
会
副
会
長
選
挙
に
お

き
ま
し
て
、
拓
く
会
会
員
の
皆
様
の
多
大
な
る

ご
支
援
に
よ
り
当
選
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

副
会
長
と
し
て
神
津
新
会
長
を
補
佐
し
、

我
々
に
続
く
次
世
代
の
後
輩
た
ち
の
た
め
に
税

理
士
制
度
を
よ
り
一
層
充
実
発
展
さ
せ
る
た
め

に
会
務
を
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

税
理
士
を
取
り
巻
く
環
境
は
経
済
社
会
の
多

様
化
や
複
雑
化
、
規
制
改
革
の
流
れ
の
中
で
大

き
く
様
変
わ
り
し
、
我
々
税
理
士
に
は
、
よ
り

高
度
な
専
門
性
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
も
税
理
士
に
と
っ
て
よ
り
良
い
税
理
士

制
度
と
な
る
よ
う
に
税
理
士
法
改
正
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

ま
た
、
規
制
改
革
の
流
れ
で
税
務
支
援
の
事

業
も
大
き
く
様
変
わ
り
し
独
自
事
業
が
現
出
し

ま
し
た
。
こ
の
独
自
事
業
に
対
し
て
積
極
的
に

取
組
む
こ
と
が
税
理
士
の
社
会
的
責
務
を
果
た

し
、
社
会
貢
献
と
し
て
納
税
者
の
利
便
性
の
向

上
に
資
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
原
則
と
し
て

各
支
部
に｢

納
税
者
支
援
セ
ン
タ
ー｣

の
設
置

を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の
よ
り
一
層

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
の
東
京
会
役
員
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、

前
回
に
引
き
続
き
拓
く
会
の
皆
様
方
の
温
か
い

ご
支
援
に
よ
り
、
二
期
目
の
副
会
長
に
当
選
す

る
事
が
出
来
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

一
期
目
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
自
分
な
り
に

山
川
会
長
を
補
佐
し
て
き
た
つ
も
り
で
は
あ
り

ま
す
が
、
会
員
の
声
を
会
務
に
反
映
さ
せ
て
い

く
難
し
さ
を
痛
切
に
感
じ
て
い
ま
す
。
今
年
は

今
ま
で
以
上
に
会
員
の
皆
様
の
も
と
へ
伺
い
、

意
見
交
換
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

す
で
に
動
き
始
め
た
次
期
執
行
部
に
於
い
て
、

私
自
身
が
ど
の
程
度
機
能
で
き
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
神
津
会
長
予
定
者
の
も
と
会
を
代
表

す
る
者
と
し
て
、
気
を
引
き
締
め
て
東
京
会
・

日
税
連
の
会
務
執
行
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所

存
で
す
。

　

昨
年
に
も
ま
し
て
会
員
の
皆
様
方
の
ご
意

見
・
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 　

こ
の
度
の
東
京
税
理
士
会
役
員
選
挙
に
あ
た

り
、
会
員
各
位
よ
り
物
心
共
に
亘
り
ご
支
援
ご

協
力
を
賜
り
、
誠
に
有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。

お
陰
を
も
ち
ま
し
て
選
挙
結
果
に
つ
い
て
は
既

報
の
通
り
、
拓
く
会
推
薦
候
補
全
員
の
当
選
を

果
た
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

振
り
返
れ
ば
、
本
年
５
月
か
ら
選
挙
に
向
け

た
準
備
を
始
め
、
当
会
の
基
準
に
沿
っ
た
候
補

の
擁
立
を
目
指
し
、「
透
明
性
の
確
保
」
を
第

一
義
と
し
て
粛
々
と
選
挙
活
動
を
進
め
て
参
り

ま
し
た
。
当
会
と
し
て
、
推
薦
候
補
者
全
員
の

当
選
を
目
指
す
以
上
、
過
去
の
投
票
結
果
分
析

及
び
他
団
体
の
候
補
者
擁
立
状
況
等
を
鑑
み
、

５
ヶ
月
間
に
亘
る
支
援
対
策
会
議
を
経
た
上
で

３
名
の
候
補
者
推
薦
を
決
定
し
ま
し
た
が
、
当

選
挙
戦
に
於
い
て
は
予
想
外
候
補
の
立
候
補
が

あ
っ
た
為
、
当
会
会
員
各
位
に
は
多
大
の
ご
足

労
を
お
掛
け
致
し
ま
し
た
。

　

役
員
選
挙
規
則
に
則
っ
た
選
挙
で
あ
る
以
上
、

当
会
会
則
に
謳
う
選
挙
活
動
は
当
然
の
こ
と
で

あ
り
ま
す
が
、
今
回
の
選
挙
戦
を
通
じ
、
当
会

の
団
結
は
益
々
揺
る
ぎ
の
無
い
も
の
と
な
っ
た

こ
と
を
確
信
す
る
と
共
に
、
更
な
る
発
展
を
祈

念
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
山
川
執
行
部
同
様
、
神
津
新
執
行
部

を
支
え
、
当
会
の
基
本
理
念
と
す
る
「
新
し
い

時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
税
理
士
業
界
の
実
現
」
に

向
け
、
会
員
各
位
の
ご
協
力
を
重
ね
て
お
願
い

致
し
ま
す
。

　
　
　
　

時
代
を
拓
く
税
理
士
の
会

　
　
　
　
　
　

 

選
対
本
部
長  

平 

山 

玲 

副会長予定者

伊 藤 佳 江

副会長予定者

西 村 　 新

副会長予定者

岡田光一郎
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平
成
22
年
12
月
13
日
、
京
王
プ
ラ

ザ
ホ
テ
ル
錦
の
間
に
お
い
て
、「
拓

く
会
」
の
忘
年
会
が
、
東
京
税
理
士

会
の
役
員
選
挙
の
祝
勝
会
も
兼
ね
て
、

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
大
勢
の
拓
く
会
会
員
が
参

加
し
、
ま
た
、
山
川
東
京
会
会
長
を

は
じ
め
４
名
の
副
会
長
、
多
く
の
常

務
理
事
な
ど
執
行
部
の
面
々
、
関
連

団
体
、
友
好
団
体
の
代
表
の
皆
様
な

ど
、
多
く
の
方
々
に
出
席
を
賜
り
ま

し
た
。

　

今
回
は
、
12
月
８
日
に
当
選
し
た

神
津
会
長
当
選
者
、
小
林
、
岡
田
、

西
村
、
伊
藤
の
各
副
会
長
当
選
者
の

祝
勝
会
を
兼
ね
て
お
り
、
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

選対本部に駆け付けた山川東京税理士会会長

平川忠雄日本税務会計学会会長

石井幸夫千葉県税理士会会長 清水武信関東信越税理士会会長 朝倉文彦東京地方税理士会会長

山本守之租税訴訟学会副会長
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2010 年忘年会  花束を受ける当選者

成 績 表

優勝　佐田　政人　  12位　足達　信一　  23位　本田　　誠
準優勝 田中　　豊　  13位　野間口嘉平　  24位　佐久間庸夫
３位 田川　修二　  14位　田口　絢子　  25位　平山　玲
４位 横前　　稔　  15位　北島　亮一　  26位　吉野　俊郎
５位 渡辺　文雄　  16位　近藤　忠憲　  27位　榎本　　滋
６位 斎田　　信　  17位　冨山　勝男　  28位　中村　誠司
７位 野口　邦雄　  18位　寺澤　隼人　  29位　内山　良子
８位 加藤　眞司　  19位　森谷　修一　  30位　稲葉　紀夫
９位 内藤　信子　  20位　中村　昌考　  31位　三浦　重造
10位 福原　茂統　  21位　五味田敏夫
11位 木村源八郎　  22位　鎌田　俊夫

順位 氏　　名　   順位　  氏　　名　  順位　  氏　　名

平成22年11月９日時代を拓く税
理士の会の第12回ゴルフコンペ
が、31人の会員の参加のもと浦
和ゴルフ倶楽部にて開催された。

第12回時代を拓く会
ゴルフコンペ

優勝者を囲んで

会
場
風
景



 

拓く会ホームページ　http : //hirakukai.jimdo.com/

（6）

 ・『拓く会』の年会費は 3,000 円です。
 ・郵便振替口座　口座番号　00130-0-648373
　　　　　　　口座名義　時代を拓く税理士の会
 ・普通預金口座　三井住友銀行　新橋支店　
　　　　　　　　口座番号　2008373
　「口座名義」上記と同じ 税理士登録番号記入のこと
　（右記の入会申込書を御記入のうえFax03-3220-2468
　にて本橋財務部長宛までお願いします）

『拓く会』では新たな会員を
募集しています。
またご紹介もお願いします。

 「時代を拓く税理士の会」入会申込書
平成 23 年　　月　　日　　

事務所所在地

支部名　　　　　　　　　登録番号

氏名

電話　　　　　　　　　　  FAX

E-mail

入会案内

■
①
平
成
22
年
11
月
１
日

　
『
選
対
本
部
事
務
所
開
き
』

■
②
平
成
22
年
11
月
５
日

　
『
第
１
回
選
対
合
同
会
議
』

■
③
平
成
22
年
11
月
９
日

　
『
第
12
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
』

　
　

浦
和
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

（必須）

『
拓
く
会
』
の
動
き

　

東
京
税
理
士
会
は
、
毎
年
の
「
税
制
改
正
及

び
税
務
行
政
に
関
す
る
意
見
書
」
に
お
い
て
、

税
務
行
政
の
手
続
規
定
を
整
備
す
る
こ
と
を
強

く
要
望
し
、
国
税
通
則
法
第
１
条
に
「
納
税
者

の
権
利
利
益
の
保
護
に
資
す
る
」
旨
の
文
言
を

追
加
す
る
こ
と
、
納
税
者
権
利
憲
章
の
制
定
を

す
る
こ
と
、
事
前
通
知
な
ど
の
税
務
調
査
手
続

を
整
備
す
る
こ
と
、
更
正
又
は
決
定
等
の
不
利

益
処
分
の
理
由
附
記
を
す
る
こ
と
、
更
正
の
請

求
期
間
を
５
年
と
す
る
こ
と
、
国
税
不
服
審
判

制
度
の
見
直
し
、
更
に
は
国
税
不
服
審
判
所
の

機
構
の
見
直
し
な
ど
を
要
望
事
項
に
挙
げ
て
い

ま
し
た
。

　

民
主
党
に
政
権
が
変
わ
り
、
民
主
党
の
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
（
政
権
公
約
）
で
は
、「
納
税
者
権

利
憲
章
の
制
定
と
更
正
の
請
求
の
期
間
制
限
の

見
直
し
、
国
税
不
服
審
判
所
の
あ
り
方
の
見
直

し
」
を
掲
げ
て
い
ま
し
た
の
で
、
国
税
通
則
法

の
改
正
に
は
大
き
な
期
待
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

納
税
環
境
整
備
に
つ
い
て
は
、
平
成
22
年
３

月
か
ら
10
回
に
わ
た
り
納
税
環
境
整
備
小
委
員

会
（
座
長
：
三
木
義
一
青
山
学
院
大
学
院
教

授
）
で
論
点
を
整
理
し
、
専
門
化
委
員
会
で
論

点
整
理
を
取
り
纏
め
、
平
成
22
年
11
月
25
日
に

納
税
環
境
整
備
Ｐ
Ｔ
の
中
間
報
告
が
公
表
さ
れ

拓
く
会
サ
テ
ラ
イ
ト

  
昭
和
37
年
に
制
定
以
来
、

　
　
　
　
　

最
大
の
見
直
し　

東
京
税
理
士
会
常
務
理
事

　
　
　
　
　

瀬　

上　

富　

雄　

ま
し
た
。

　

こ
の
中
間
報
告
の
段
階
で
は
複
数
の
意
見
が

併
記
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
ま
し
た
が
、
政
治
家

で
構
成
さ
れ
た
政
府
税
制
調
査
会
で
議
論
さ
れ
、

平
成
22
年
12
月
16
日
に
平
成
23
年
度
の
民
主
党

税
制
改
正
大
綱
で
は
、「
納
税
者
の
立
場
に
立

っ
て
納
税
者
権
利
憲
章
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

税
務
調
査
手
続
の
明
確
化
、
更
正
の
請
求
期
間

の
延
長
、
処
分
の
理
由
附
記
の
実
施
等
の
措
置

を
講
じ
る
こ
と
と
し
、
国
税
通
則
法
に
つ
い
て

昭
和
37
年
に
制
定
以
来
、
最
大
の
見
直
し
を
し

ま
す
。」
と
記
載
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

　

意
見
書
ど
お
り
、
い
や
意
見
書
以
上
に
、
国

税
通
則
法
を
抜
本
的
に
見
直
す
だ
け
で
な
く
、

国
税
通
則
法
の
名
称
ま
で
「
…
…
改
正
後
の
法

律
内
容
を
よ
く
表
す
も
の
と
な
る
よ
う
、
題
名

を
変
更
し
ま
す
。」
と
大
改
革
を
実
施
す
る
こ

と
が
書
か
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

諸
先
輩
の
思
い
が
、
運
動
が
「
50
年
ぶ
り
の

大
改
革
」
の
実
現
に
結
び
つ
い
た
こ
と
は
大
変

意
義
深
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

■
④
平
成
22
年
11
月
10
日

　
『
第
２
回
選
対
合
同
会
議
』

■
⑤
平
成
22
年
11
月
11
日

　
『
西
村
新
君
を
励
ま
す
会
』

　
　

船
堀
タ
ワ
ー
ホ
ー
ル

■
⑥
平
成
22
年
11
月
15
日

　
『
第
１
回
顧
問
・
相
談
役
会
』

　
　

・
役
員
選
挙
に
つ
い
て

　
　

・ 

今
後
の
活
動
方
針
に
つ
い
て

■
⑦
平
成
22
年
11
月
16
日

　
『
第
２
回
常
任
幹
事
会
』

　
　

・
選
対
本
部
事
務
所
開
設
の
件

　
　

・ 

平
成
22
年
度
東
京
会
役
員
選

　
　
　

挙
の
件

　
　

・ 

１
／
28
研
修
会
開
催
に
つ
い
て

　
　

・ 

各
部
報
告

■
⑧
平
成
22
年
11
月
18
日

　
『
神
津
信
一
先
生
を
励
ま
す
会
』

　
　

京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

■
⑨
平
成
22
年
11
月
22
日

　
『
伊
藤
佳
江
候
補
を
励
ま
す
会
』

　
　

中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ

■
⑩
平
成
22
年
11
月
26
日

　
『
岡
田
光
一
郎
候
補
を
励
ま
す
会
』

　
　

九
段
会
館

■
⑪
平
成
22
年
11
月
27
日

　
『
第
３
回
選
対
合
同
会
議
』

　
　

・
各
支
部
へ
の
候
補
者
推
薦
依
頼
に
つ
い

　
　
　

て

■
⑫
平
成
22
年
12
月
13
日

　
『
忘
年
会
・
祝
勝
会
』

　
　

京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル　
　
　
　


